




























































資料�6 事業事前評価表  

1．協力対象事業名  
ブルキナ・ファソ国 国立森林種子センター・地方森林種子局支援計画  
2．我が国が援助することの必要性・妥当性  
(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性  

 
 ブルキナ・ファソ国は、90 年に社会主義を放棄して以来、現コンパオレ大統領が
民主化政策を積極的に推進してきているとともに隣国のトーゴの民主化支援、ニジ
ェールのトアレグ紛争解決支援等、サヘル地域の安定化に貢献している。  

また、同国は、サハラ砂漠の南側に位置する内陸国であるため、農業生産が気候
により大きく変動する等、種々の困難を抱えているが、経済構造調整に向けた財政
不均衡への対応等の取り組み等はドナーの間で高く評価されている。  

従って、着実に経済構造調整を進めるブルキナ・ファソ国を我が国が支援するこ
とは当該地域の経済及び政治的安定の上から必要かつ妥当なものと判断される。  

 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性  

  
 ブルキナ・ファソ国は、サヘル地域の旱魃や人口増加に伴う農地拡大のための伐
木等が原因で、加速度的に砂漠化が進行しており、同国の森林面積は、1990 年から
1995 年にかけて 32,000ha/年で減少し、砂漠化防止が急務となっている。  

  この為、同国では、「グリーンベルト構想」（幅 2km 東西 630km の地域における植
林事業）等の上位計画の下、砂漠化防止の植林計画を進めている。  

  国立森林種子センター（CNSF）及び 4 カ所の地方森林種子局（ARSF）は、種子・
苗木の生産及び販売、種子・苗木生産に関する研究・普及活動を行っているが、機材
の老朽化により十分な活動（種子生産を含む）・研究がなされていない。今回のプロ
ジェクトで機材整備を行うことで、CNSF 及び ARSF の運営活動が促進され、種子生
産量等が増加することにより植林計画が進展することから、本件は、砂漠化防止に重
要な役割を担うプロジェクトとして、その必要性・妥当性は十分認められる。  

 
3．協力対象事業の目的（プロジェクト目標）  
CNSF 及び ARSF における  研究試験用・種子・苗木生産用等の機材を整備することによ
り、優良苗木・種子の研究試験、種子・苗木生産、植林プロジェクトへの苗木供給に寄
与することを目的とする。  
4．協力事業の内容  
(1) 対象地域  
 ブルキナ・ファソ国全域  
 
(2) アウトプット  

①  適正樹種の生理学的研究及び優良種子の生産（6,200kg の種子生産を目標）  
②  国内及び西アフリカ諸国への種子供給体制の強化  
③  安定した苗木生産の運営管理能力の向上（CNSF：15 万本 /年、各 ARSF：5 万本/

年を目標）  
 
(3) インプット  

日本側  
�研究／試験用機材：27 品目、�種子生産機材：3 品目、�苗木生産機材：10 品目、
�給水・潅水用機材：3 品目、�研修・普及用機材：5 品目、�作業用機材：3 品目、
�ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ（生物統計学及び機材整備ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ）  

   
    相手国側  

�新実験棟建設：1 棟（CNSF）、�井戸建設：4 基（CNSF 及びボボ、ﾌｧﾀﾞ、ｶﾔ ARSF）、
�苗畑移転（ﾄﾞﾘ及びﾌｧﾀﾞ ARSF）、�職員の適正な配置  

 
(4) 総事業費  

  概算事業費：3.44 億円（日本側 3.22 億円、ブルキナ・ファソ国側 0.22 億円）  
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(5) スケジュール  
【日本側負担による機材調達及び技術指導】  
実施設計期間を含め 13 ヶ月を予定  

   【相手国側負担による施設建設】  
    約 10 ヶ月を予定  
 
(6) 実施体制  

実施機関：環境・生活省 国立森林種子センター（CNSF）   
5．プロジェクトの成果  
(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模  

ブルキナ・ファソ国全域  
�直接裨益者：国立森林種子センター（CNSF）及び地方森林種子局（ARSF）  
�間接裨益者：村落住民 /裨益人口：約 920 万人、NGOs（国内及び海外）  

 
(2) 事業の目的（プロジェクトの目標）達成を示す成果指標  

 
成果指標  2001 年（実施前）  2006 年（実施後）

（１）種子生産量（CNSF/ARSF）  4,556kg 6,200kg 
（２）種子配布量（国内 /海外）  2,093kg 5,000kg 
（３）苗木生産（CNSF/ARSF）  152,368 本  350,000 本  
 

6．外部要因リスク  
(1) CNSF の新実験棟の建設  

調達機材の適正な配置の為には、CNSF が新実験棟建設を計画のとおり実施する必要
がある。  
 

(2) ドリ及びファダ ARSF の苗畑用地の移転  
両 ARSF の既存苗畑用地は、現在同省森林総局からの借地であり、返還予定である
為新規試験苗畑を確保し、また、整備し、計画苗木生産本数を確保する必要がある。
 

(3) 井戸建設（CNSF 及びﾎﾞﾎﾞ、ﾌｧﾀﾞ、ｶﾔ ARSF）  
苗畑の給水・潅水用水源として井戸（各 1 基、合計 4 基）建設が必要である。  
 

(4) CNSF 実験棟の責任体制の確立と人員の確保  
本計画で調達される研究／実験用機材の運営・維持管理に係る責任体制を確立する。
また、その為に必要な人員を確保する。  

   
(5) 旱魃などの天候不順が発生した場合、成果指標値に影響が及ぶ可能性がある。  
 
7．今後の評価計画  
(1) 事後評価に用いる指標  

�種子生産量  
�種子配布量  
�苗木生産本数  

 
(2) 評価のタイミング  

2006 年以降  
 

 



資料�7 参考資料／入手資料リスト     収集資料リスト 
 
調査名 ブルキナ・ファソ国国立森林種子センター・地方森林種子局支援計画   

１ 
 

番号 
 

名  称 
形態 

図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･

ｺﾋﾟｰ 

 
発行機関 

 
発行年 

１ Annuaire statistique du Burkina faso 1999 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Institut national de la statistìque et de la 
cemographie, Direction des staistiques 
generales, Ministére de l’economie et des 
finances, Ouagadougou, Burukina Faso. 

2000 

２ Burkina Faso, Africa atlases (2001) 
 

地図 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Les editions J. A., Paris, France. 2001 

３ Catalogue 2001-2003 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Centre national de semences forestieres. 
Ouagadougou, Burkina Faso. 

2001 

４ Burkina Faso today  図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Jean-Claude Klotchkoff, Les editions du Jaguar, 
Paris, France. 

2001 

５ National environmental Action plan (P.A.N.E.) 図書 ｺﾋﾟｰ International committee for desertirication 
control, Ministry of enveronment and tourism, 
Ouagadougou, Burkina faso. 

1991 

６ Fiches de production de plants en pepinere 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Nikiema, Albert., Sanón, Mathurin D., De 
Frirure, Anne et Tolkamp, G. Willem, Centre 
national de semences forestieres, Ouagadougou, 
Burkina Faso. 

1993 

７ Plan quinquenal de reforestation dans la regional des hauts-bassins 
(periode de 1998 a 2002) 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de l’environnemnt et de l’eau, 
Direction generale des eaux forets,  Direction 
regionale de l’environnement et des eaux et 
forets des hauts-bassins, Ouagadougou, Burkina 
Faso. 

1998 
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収集資料リスト 
 
調査名 ブルキナ・ファソ国国立森林種子センター・地方森林種子局支援計画   

２ 
 

番号 
 

名  称 
形態 

図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･

ｺﾋﾟｰ 

 
発行機関 

 
発行年 

８ Programme D’action national de Lutte contre la desertification 
 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Ouagadougou, Burkina Faso 2000 

９ Programme D’activites 2000 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Ministére de l’environnemnt et de l’eau, Centre 
national de semences forestieres, Ouagadougou , 
Burkina Faso. 

2000 

１０ Programme D’activites et Budget 1999 図書 ｺﾋﾟｰ Ministére de l’environment et de l’eau, Centre 
national de semences forestieres, Ouagadougou, 
Burkina Faso. 

1999 

１１ Programme national D’amenagement des forets 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Cadre de Gestión des patrimoines nationaux, 
plan D’actional pour l’environement, Ministére 
de l’environment et de l’eau, Ouagadougou, 
Burkina Faso. 

1996 

１２ Rapport D’activites techniques 1999 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Ministere de l’environment et de l’eau, Centre 
national de semences forestieres, Ouagadougou , 
Burkina Faso. 

1999 

１３ Recensement general de la population et de l’habitation 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Fichier des villages du Burkina Faso, Direction 
de la demographie, Institut national de la 
statistique, Ministére de l’economie et des 
finances, Ouagadougou, Burukina Faso. 

1996 

 

収集資料リスト 
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調査名 ブルキナ・ファソ国国立森林種子センター・地方森林種子局支援計画   
３ 

 
番号 

 
名  称 

形態 
図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･

ｺﾋﾟｰ 

 
発行機関 

 
発行年 

１４ Strategie nationale et plan D’action du Burkina Faso en Matiére de 
Diversite Biologique 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Publie par le secretariat permanent du conseil 
natonal pour la gestión de l’environment. 
Ouagadougou, Burkina Faso. 

1993 

 
 
 

     

 
 
 

     

 
 
 

     

 
 
 

     

 
 
 

     

 
 
 

     

 



資料�8 その他の資料・情報 
報告書資料編－１ 
 

苗木生産機材の規模・数量とポンプシステム、散水システムについて 
 

 本プロジェクトでは、CNSF と 4 地区の ARSF の苗畑施設において苗木の生産が行われる。

生産される苗木の内容は、「ブ」国の国家プロジェクトとなっている「グリーンベルト構想」

に沿って実施されている植林プロジェクトへ供給する苗木と直接現金収入のある観葉植物

や果樹の苗木である。それらを生産・販売することにより、CNSF と各 ARSF は経営資金と

し、将来は独立採算の体制をはかる計画である。それぞれの地区で生産される苗木本数に

ついては、基本設計調査報告書の第 3 章 3-2-1 設計方針 4)苗木生産計画及び資料２の苗畑

生産計画の検討、機材の妥当性の箇所に記述したとおり、各種苗木の合計本数は CNSF で

150,000 本、各 ARSF で 50,000 本となる。 

 

１． 機材規模・数量の算出条件 

１．１ 敷地面積： 現況の CNSF の苗畑施設敷地で使用可能面積は、西側 5,400m2、 

東側 2,100m2 で、西側の苗畑用地の有効短辺は 45m である。 

   ボボ ARSF の苗畑用地は約 1,900m2、カヤ ARSF の苗畑用地は 

11,200m2 である。ドリとファダの苗畑用地はそれぞれ 7,008m2、

10,000m2 確保されている。 

 

１．２ 散水面積： CNSF では観賞用苗木が 10,500 本、果樹苗木が 10,500 本、 

及び植林用苗木が 129,000 本の計 150,000 本生産される計画であ

る。これらの苗木の潅水面積は全体で 2,655m2 である。 

また、各 ARSF では観賞用苗木が 2,500 本、果樹苗木が 5,000 本、

及び植林用苗木が 42,500 本生産される計画である。潅水面積は

それぞれ 900m2 である。 

 

１．３ 水源 ： 本プロジェクトでは苗畑施設への潅水用水源は、敷地内に建設 

される深井戸による地下水を水源とする。 

 

１．４ 潅水方法： 本プロジェクトでは水源が地下水であることから節水潅漑方式 

式を採用し、無駄のないよう給水量の管理を行う。また、樹種 

別潅水量のデータを蓄積するためパイプハウス毎に積算流量計

を設置する。また、給水量の設定・操作が容易なバルブを採用

する。苗畑管理者及び作業員が日常の水管理がし易いように積

算流量計と制御弁が一体でかつ、流量調整の安易なタイプの弁
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を設置し、節水型システムとする。 

パイプハウス内の作業の効率化から頭上散水式を採用し、散水

ノズルは散水量・散水半径の調節可能なタイプとする。 

 

１．５ 機材配置： 西側の苗畑用地は主に観葉植物と果樹の苗木生産用とし、井戸 

機材、水タンク、ポンプシステム、パイプハウス、散水システ

ムの各機材を配置する。東側の苗畑用地は植林用苗木生産とし、

散水は現行どおりとする。そのため井戸機材、水タンク、パイ

プハウスをそれぞれ配置する。 

 

１．６ 作業道 ： 作業道幅は作業用機材による資機材・苗木ポットの搬出入の 

効率性と南中時の最小日射角（冬至の時に 54.1°）から、幅 5m

とする。 

 

２． パイプハウスの規模・数量 

  パイプハウスの規模と数量は計画生産苗木本数と上記条件から割出される。 

２．１ CNSF の西側苗畑用地は有効短辺が 45m であることからパイプハウスの長辺は

30m が最大となる。また、作業道の幅が 5m であることと既製品のパイプハウスの

短辺が 3m の倍数であることから短辺が 6m とするのが経済的寸法となる。 

 以上により、西側苗畑用地にはパイプハウスが 10 棟設置可能となる。なお、東側

苗畑用地には 7 棟設置可能である。 

 一方、ボボ ARSF では 6 棟、カヤ ARSF では 25 棟設置可能である。ドリとファダ

については推定で 10 棟設置可能とされる。 

 

２．２ 苗畑ベッドの規模・数量 

 パイプハウスの中に苗木ポットを整然と設置し、計画苗木本数を確保するため 

には、苗木ベッドの配置は次の図のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0m 

30m 

6m 

14m 

0.5m 

0.6m 

0.5m 

0.5m 
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この時、苗木ベッドの大きさは最大 2.2m x 14m となる。 

苗木ポットの大きさ別に苗木ベッドに配置される個数は、苗木ポット（大）408 個、

苗木ポット（中）770 個、苗木ポット（小）6,200 個である。 

 

以上より、苗木ポット別の必要ベッド数は、苗木ポット（大）26、苗木ポット（中）

14、苗木ポット（小）20 となる。したがって、必要パイプハウスの棟数は、15 棟

となる。 

その内訳は、 

 観賞用植物と果樹の苗木（苗木ポット大、苗木ポット中）用：10 棟 

 植林用苗木用：5 棟 

このうち、観賞用植物と果樹の苗木用のパイプハウスには、研究・試験用のデー

タの蓄積を目的とすることから潅水量のデータが記録し易い散水システムを設置

することとする。 
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報告書資料編－２ 

 

苗畑生産計画の検討、機材の妥当性 

 

本計画では森林種子生産に係る研究・試験用機材の他にグリーン・ベルト構想に関連す

る種々の植林計画、砂漠化対処計画へ苗木を供給するための苗木生産機材（パイプハウス）、

作業機材、運搬機材が含まれている。本計画の上位計画として位置付けられているグリー

ンベルト構想と関連計画を考慮し、本計画で供与が予定されているこれらの機材の規模・

数量の妥当性について検討した。 

 

グリーンベルト構想の計画地域と本計画の拠点地である CNSF と４つの ARSF とそれら

の管轄地域の位置関係は、図 3.2 に示すとおりである。即ち、本計画の中心となる CNSF

は首都ワガドゥグ市の東部にあり、管轄する県は 19 県約 89,300km2 である。また、4 つの

ARSF の管轄県は、それぞれ ボボ：9 県約 60,800km2、ドリ：4 県約 36,900km2、ファダ：

6 県約 50,000km2、及びカヤ：7 県約 37,200km2 である。 

 

この中で CNSF では生産される苗木を主にプロジェクト地区へ搬出することになる。一

方、４つの ARSF では生産される苗木は管轄する県内の植生回復・植林とグリーンベルト

構想の計画地区への搬出する計画である。 

 

本計画で CNSF と各 ARSF において生産される計画苗木数がから必要な苗木生産機材、

作業機材、及び運搬機材の規模・数量が算出されるためその妥当性を検討する。 

  

(1) 計画苗木生産本数 

現在 CNSF 及び各 ARSF で生産されている苗木本数は、次の表のとおりであるが、これ

について現地調査時に CNSF 側から CNSF：200,000 本、カヤ ARSF：50,000 本という数字

が提示された。苗木生産量は苗木生産機材と給水・潅水用機材の規模・数量の基になるた

め計画苗木生産本数の妥当性について検討した。 

 

        苗木生産本数の現況 

CNSF ボボ ARSF ドリ ARSF ファダ ARSF カヤ ARSF 

116,534 19,043 4,198 5,079 18,540 

 

 � CNSF : 200,000 本 

  ARSF :  50,000 本／地区 
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 � 必要土壌量（CNSF） 

                                 計画本数＝200,000 本  

種類 径（cm） 容積（cm3） % Total V (m3) 

ポット大 27 20,029 7 280 

ポット中 20 7,850 7 110 

ポット小 7 769 86 132 

計    523 

 

普通土壌の比重：1m3 当り 1.7tf から、年間必要トン数は 888 ton となる。 

 

 � パイプハウス内の苗畑ベッドとパイプハウス棟数について 

上記表より、ポットの種別個数、ベッド数とその規模、及びパイプハウ

スの棟数は次のようになる。 

                              計画本数＝200,000 本  

種類 個数 個数/ベッド ベッド数 ベッド規模 

ポット大 14,000 408 34 220cmx1400cm 

ポット中 14,000 770 18 220cmx1400cm 

ポット小 172,000 6,200 28 220cmx1400cm 

ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ規模 6mx30m ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ棟数 20 棟 

 

 � CNSF : 150,000 本 

  ARSF :  50,000 本／地区 

 

 � 必要土壌量（CNSF） 

                                 計画本数＝150,000 本  

種類 径（cm） 容積（cm3） % Total V (m3) 

ポット大 27 20,029 7 210 

ポット中 20 7,850 7 82 

ポット小 7 769 86 99 

計    392 

 

 

普通土壌の比重：1m3 当り 1.7tf から、年間必要トン数は 666 ton となる。

苗木ポット詰め作業の始まるまでに 1 日 2 往復の割合で採取土取場から

土を搬入する。 
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 � パイプハウス内の苗畑ベッドとパイプハウス棟数について 

上記表より、ポットの種別個数、ベッド数とその規模、及びパイプハウ

スの棟数は次のようになる。 

 

                           計画本数＝150,000 本  

種類 個数 個数/ベッド ベッド数 ベッド規模 

ポット大 10,500 408 26 220cmx1400cm 

ポット中 10,500 770 14 220cmx1400cm 

ポット小 129,000 6,200 20 220cmx1400cm 

ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ規模 6mx30m ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ棟数 15 棟 

 

� 以上より、CNSF の全体敷地面積を考慮すると苗畑施設用地内にパイプハ

ウスを 20 棟設置することは不可能である。また観葉植物の苗木ポット個

数が大・中でそれぞれ 14,000 個となり、給水量、散水システムの運転・

管理面から規模が大きくなり不適切である。一方、計画本数が 150,000 本

の場合は苗木ポット大・中の個数がそれぞれ 10,500 個となり、CNSF で

計画している生産本数 20,000 本にほぼ合致し、苗畑用敷地内にパイプハ

ウス 15 棟を設置することは可能である。よって、本プロジェクトでは

CNSF に設置するパイプハウスの棟数を 15 棟とする。 

 また、パイプハウスの規模は現地調査時に 5mx20m とのことであったが、

苗木ポットの個数と苗木ベットの規模より 6mx30m とする。 

 

� 必要な運搬機材及び苗畑内の施設の検討 

苗木ポット用の土を搬入する運搬機材は 3ton トラックとすると年間 222

日間の稼動となる。なお、CNSF のあるワガドゥグ市周辺で採取土取場が

確保できるのは北東へ約 45km の Ziniare 地区付近の丘陵地帯とされてい

るため 1 日 2 回の往復は可能である。 

CNSF の苗畑敷地内には土置き場、堆肥置き場、及びポット用土置き場の

整備が必要と成るが、これらの施設は本計画では CNSF 側負担工事とな

る。 
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 〔ARSF について〕 

 � 必要土壌量（ARSF） 

                              計画本数＝50,000 本  

種類 径（cm） 容積（cm3） % Total V (m3) 

ポット大 27 20,029 5 50 

ポット中 20 7,850 10 39 

ポット小 7 769 85 33 

計    122 

 

普通土壌の比重：1m3 当り 1.7tf から、年間必要トン数は 207 ton となる。

苗木ポット詰め作業の始まるまでに 1 日 2 往復の割合で採取土取場から

土を搬入する。 

 

 � パイプハウス内の苗畑ベッドとパイプハウス棟数について 

上記表より、ポットの種別個数、ベッド数とその規模、及びパイプハウ

スの棟数は次のようになる。 

                           計画本数＝50,000 本  

種類 個数 個数/ベッド ベッド数 ベッド規模 

ポット大 2,500 408 6 220cmx1400cm 

ポット中 5,000 770 6 220cmx1400cm 

ポット小 42,500 6,200 8 220cmx1400cm 

ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ規模 6mx30m ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ棟数 5 棟 

 

 � 必要な運搬機材及び苗畑内の施設の検討 

各 ARSF では作業用機材のピックアップで苗木ポット用の土を運搬する

ことになり、年間 104 日間の稼動となる。 

ボボ ARSF では既存苗畑施設より西へ約 5km の地区で採取土取場が確保

でき、ドリ ARSF ではドリ町から西へ約 20km の Oulo 村周辺の丘陵地で

採取土取場が確保できる。カヤ ARSF の苗木ポット用土はカヤ町北部の

丘陵地が採取土取場として予定されている。また、ファダ ARSF ではフ

ァダ町南部の地区、あるいは東部の地区に採取土取場が予定されている。

それぞれの地区において土の搬入で 1 日 2 回の往復は可能である。 

なお、苗畑敷地内には土置き場、堆肥置き場、及びポット用土置き場を

整備することとする。 

 

 

報告書資料編－３ 
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種子生産計画の検討 

 

「ブ」国で主に植林されている樹種の生育環境と種子販売価格及び販売実績について

は、表 1、表 2 に示すとおりである。 

 

次にキログラム当たりの種子数を樹種別に 1999 年と 2000 年のデータを用いて分散分

析法で検定した。この結果、樹種間では有意差が認められた(P=0.031)。しかし、年次別

では有意差が認められなかった。また、種子生産量と種子販売と配布量の相互間（表 2）

には有意差 注1がないことも分かり、年次別でも同じ結果を得た（図 1、図 2）。 

 

表 1 主な有用樹種における種子の生育環境と状態と価格の情報 
樹種 降雨量 

(mm) 
1kg 当り

種子数 
発芽率

(%) 
西ア価格  
(CF/kg) 

非西ア価格

(US$/kg) 
Acacia leata 400-600 2000 90 27000 50
A. nilotica  400-1000 5950 85 27000 50
A. senegal 400-700 10800 90 27000 50
Khaya senegalensis 700-1000 6800 90 12000 35
Parkia biglobosa 700-1000 4410 90 27000 45
Vitellaria paradoxa 500-1000 45 60 - -
出所：CNSF カタログ 2001-2003 

 

 

表 2 1999 年から 2001 年における種子販売と配布実績   単位：kg 
年 「ブ」国 国外 研究種子配布 合計 

1999 1,677 348 23 2,048 * 
2000 1,880 620 126 2,626* 
2001 1,617 407 71 2,093* 

（注）＊:5%で有意差有り。 
出所： 1999 年から 2001 年における森林種子センター活動報告 

 

CNSF および ARSF の種子配布実績は表 2 に示す通りである。2001 年度の種子配布が

減少したのは、1) 気候変動による結実不良、2) 種子保存庫容量の超越状態、3) 経済不

況による海外の受注の減少、などが影響したと考えられる。このため 3 年間の実績値で

配布予測計算することは不適切であるため、不良種子を廃棄処理等するなど種子管理体

制が整った、2001 年を基準年として、将来の種子配布量を予測した。この生産増加係数

には 1999 年と 2000 年の一次関数（Sp = 0.575 Yr – 1147.377 (Sp: 種子生産 Yr: 年次)）に

                                                  
注1 有意差とは危険率とも呼ばれ、二つの標本集団の偶然性を統計学で検証する方法である。一般的に生

物統計学では P = 0.05 または P = 0.01 で検定するが、その値が少ないほど偶発性が小さいことを意味してい

る。 
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基づいて、一次関数( Sp = 0.575Yr – 1,1482 )を 2001 年度起点で求めた。この結果、本計画

では、2006 年における推定種子配布量は約 5,000kg となる。 

 

CNSF および ARSF の種子生産実績は表 3 に示すとおりである。 

 

表 3 1999 年から 2001 年における種子生産実績   単位：kg 
年 CNSF ボボ ファダ ドリ カヤ 合計 

1999 2,216 615 240 1,084 445 4,636 
2000 1,500 1,006 211 638 334 3,689 
2001 1,975 1,583 322 478 198 4,556 

出所： 1999 年から 2001 年における森林種子センター活動報告 
 

種子の収集・生産の大部分は雨期終りの第三、第四四半期に実施され、販売・配布は

乾季の第一、第二四半期に実施されるのを考慮すると、種子の生産効率は 57%であり、

種子選別、貯蔵および種子の確保を計れば本計画実施後には種子の生産効率は 80%に向

上すると見込まれる。 

 

種子の品質改善を図り、かつ自然環境の保全と物質循環型の資源利用という課題に対

しては、複合的森林の育成・利用と同時に、優れた自然・生活環境の保全をめざした総

合的な教育・研究を行う。こうした研究の基礎となる樹木生態学、特に広葉樹林（アカ

シア類）を構成する植生遺産に伴う森林環境と種多様性の変化についての研究分野を強

化させる。種子の生産を進める上で優良母樹のデータを蓄積していくことは重要である

ため野外研究も行うこととする。したがって、本計画では野外研究で使用する機材（樹

木生態・生理学分野）を充実させる。併せ C/N コーダー、光合成測定器、インキュベタ

ー、グロスチャンバー等の機材は応用研究を進める上で必要となるため本計で調達する

ことは妥当であると判断する。 

 

また、Vitellaria paradoxa などの有用樹種の中には、種子の大きさが大きいためキロ当

たりの種子数が 45 個と極端に少なく、Acacia spp.（＞2,000 種子数/kg）とは異なり、種子

の安定確保が必要であることが分かった。これらの樹種は、気候変動により種子結実に

大きな影響を与えると考えられているため、組織培養による苗木生産のための設備を充

実させる必要がある。 

 

組織培養には 1 ヶ月の間インキュベターで生育させた後で、2~3 ヶ月程苗畑で順化を図

ることが不可欠である。現在、ブラジルとオーストラリアでユーカリ、インドとタイで

チーク類の組織培養研究が行われているが、その多くは季節林や半乾燥地産の樹種を対

象としている（細井他、2000）。しかし、こうした技術・研究を乾燥地産の樹種に応用し

て組織培養の研究を図ることは可能である。本計画ではソフト・コンポーネントで技術・
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研究支援を図り、バックアップを実施する。 

 

以上のことを考慮し、計画年の種子配布量 5,000kg に対して、種子生産量は 2006 年に

は次の表 4 のように想定される。 

 

表 4 種子生産計画 
年 CNSF ボボ ファダ ドリ カヤ 合計 

現況 2001 年（kg） 1,975 1,583 322 478 198 4,556 
％ 43 35 7 11 4 100 

2006 年（kg） 2,700 2,100 500 600 300 6,200 
出所： 1999 年から 2001 年における森林種子センター活動報告 
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図 1 種子の販売・配布推定量 
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図 2 1999 年から 2001 年における有用樹種の平均種子販売・配布実績 

（縦線は標準誤差を示す） 
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